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「このくらいは･･･」 大丈夫だろうは
「死亡事故」につながります

子どもたちは、夏休み
帯広の小学校 （7月22日（土曜日）～8月17日（木曜日））

○ 住宅街、スピードダウン
○ 交差点、安全確認

見通しの悪い住宅街の交差点
ブレーキの上に足を置いた徐行を、習慣づけましょう

交差点進入時は、構えブレーキの徐行

夜間は、歩行者・自転車を見落としやすくなります
ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止

飲酒運転は職も金も免許もなくす。なのになぜやる？
『飲酒運転』･･･平穏な日常を一瞬で悲劇に変えてしまいます

～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

見通しの悪い 信号のない市道交差点
軽乗用車と自転車が出合い頭に衝突

自転車の70歳の男性死亡
ヘルメットを着用していなかった

２０２３／７／２４（月） １９：４８
２４日午前８時４０分ごろ、高知県の見通しの悪い、信号のない市道交差点で、軽乗用車と自転車が出合い頭に衝

突しました。この事故で、自転車に乗っていた近くに住む男性（７０）が、頭などを強く打ち病院に搬送されまし
たが、およそ９時間後、急性硬膜下血腫により死亡が確認されました。男性はヘルメットを着用していなかった
ということです。警察が事故の原因を調べています。

午後9時 横断歩道のない場所を
横断していた男性

タクシーにはねられ死亡
２０２３／７／２５（火） ５：５５

２４日午後９時半過ぎ、福岡県で、男性がタクシーにはねられ死亡しました。現場は片側２車線の道路で男性がは
ねられたのは横断歩道ではない場所でした。タクシーの運転手にけがはありませんでした。警察が男性の身元の
確認を急ぐとともに当時の状況を詳しく調べています。

午前6時 酒気帯び運転で追突事故
運送業の64歳男を現行犯逮捕

男は、通勤途中、基準値の4倍のアルコール
「アルコールが残った状態で運転したことに間違いありません」

２０２３／７／２４（月） １９：５３
２４日午前６時２０分ごろ、佐賀県の県道で酒が残った状態で軽乗用車を運転したとして酒気帯び運転の現行犯で

運送業の６４歳の男が逮捕されました。警察によりますと、男は走行中に前の車に追突する事故を起こしていて、
追突された男性からの通報で発覚しました。いずれもけがはなく、現場に駆けつけた警察官が男の呼気を調べた
ところ基準値のおよそ４倍にあたる１リットルあたり０．６ミリグラムのアルコールが検出されたということで
す。調べに対し、男は「アルコールが残った状態で運転したことに間違いありません」と容疑を認めています。
男は通勤途中だったということで警察は酒を飲んだ状況などを詳しく調べています。


